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（１）

指数関数の定義域
y=ax   (ただしa>0，a≠1)のとき
ｘが実数全体ならy>0

頻出：慣れていないと何を問われ
ているのかわからないので注意

グラフからｔ＞０といってもよい

（２）

項ごとに分けて計算するとミスが少なく時間短縮になる

指数方程式・不等式（２次式）

ax=tとおく

→ｔの２次方程式（不等式）

ここも計算は丁寧に

指数不等式（最終形）

a〇〇〇＞a△△△

• a(底)が１より大きいとき

　　→〇〇〇＞△△△（不等号そのまま）

• a(底)が１より小さいとき

　　→〇〇〇＜△△△（不等号逆になる）

a〇〇〇＞a△△△の形に変形



（3）
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y=ax   (a>1) y=ax   (0<a<1)

グラフの形状
を覚えよう

（４）

　　　　　　　　　１０
後から両辺－――
　　　　　　　　　３

最小値を取るときは等号が成り立つ

頻出（忘れたころにやって
来る）


